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論 文 内 容 の 要 旨
総義歯補綴治療前後における咀嚼能力と口腔関連QOLとの関係を明らかにする目的で，３０名の総義歯装着者に対し
て咀嚼能力を表す指標（グミゼリー咀嚼時のグルコースの溶出量）と口腔関連QOL（OHIP-J４９）を表す各指標（全ス
コア，機能の制限，痛み，心理的不快感，身体的障害，心理的障害，社会的障害，ハンディキャップの各スコア）を治
療前と治療後３か月でそれぞれ求め，各指標について比較した。次いで，咀嚼能力を表す指標と口腔関連QOLを表す
各指標との関係を調べ，以下の結論を得た。
１．グルコースの溶出量は，治療後のほうが治療前よりも有意に多かった。
２．口腔関連QOLを表す指標値は，治療後のほうが治療前よりも小さく，全スコア，機能の制限，痛み，心理的不
快感，身体的障害，心理的障害の各スコアにおいて，治療前後で有意差が認められた。
３．治療前では，グルコースの溶出量と全スコア，機能の制限，痛み，身体的障害の各スコアとの間，治療後では，
グルコースの溶出量と全スコア，機能の制限，痛み，身体的障害，心理的障害の各スコアとの間に有意な負の相
関が認められた。
４．多重線形回帰分析により，グルコースの溶出量は，治療前では機能の制限と痛み，治療後では機能の制限とそれ
ぞれ有意に関連していた。
論 文 審 査 の 要 旨
歯科補綴治療による咀嚼能力や口腔関連QOLの改善が報告されているが，両者の関係については未だ明らかにされ
ていない。本研究は，咀嚼能力と口腔関連QOLについて，総義歯補綴治療前後で分析したものである。その結果，咀
嚼能力と口腔関連QOLは治療後に有意に改善すること，咀嚼能力と口腔関連QOLとの間には密接な関係があり，機
能の制限が咀嚼能力に最も影響する因子であることが示唆された。以上は，総義歯補綴治療における咀嚼能力と口腔関
連QOLの評価に際し，貴重な資料を提供するものであり，歯学に寄与するところが多く，博士（歯学）の学位に値す
るものと審査する。
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